
李 

旅
游
局
長
と
交
流
拡
大
へ
意
見
交
換

二
階
幹
事
長
の
訪
中
に
同
行
し
た
田
川
会
長

〝
魅
せ
る
フ
ラ
ン
ス
〞フ
ェ
ス
タ
に
８
６
０
０
人

観
光
需
要
の
早
期
回
復
め
ざ
し
東
京
で
開
催

e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
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J
A
T
A
の
田
川
博
己
会
長
と
越
智
良
典
事

務
局
長
は
5
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
の
4
日
間

に
わ
た
り
、北
京
で
開
催
さ
れ
た「一帯一路
」国
際

協
力
ハ
イ
レベル
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
政
府
代
表
と
し
て

参
加
し
た
自
民
党
の
二
階
俊
博
幹
事
長
に
同
行

し
中
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

12
日
の
唐
家
璇・中
日
友
好
協
会
会
長
と
の

夕
食
会
に
続
い
て
開
か
れ
た
13
日
の
李
金
早・中

国
国
家
旅
游
局
長
と
の
朝
食
会
で
は
、李
局
長
が

「
二
階
幹
事
長
は
友
人
で
あ
り
、観
光
交
流
は
最

も
重
要
な
分
野
」と
語った
の
に
対
し
、二
階
幹
事

長
は「
波
の
高
い
時
も
穏
や
か
な
時
も
友
好
を
大

切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、し
ば
し
ば
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
大
事
だ
」と
応
じ
ま
し
た
。

　

朝
食
会
に
同
席
し
た
田
川
会
長
は
、

J
A
T
A
な
ど
観
光
関
連
3
団
体
が一昨
年
5

月
に
3
0
0
0
人
を
超
え
る
日
中
観
光
文
化
交

流
団
と
し
て
訪
中
し
た
際
の
歓
迎
への
謝
意
を

表
明
。「
日
中
関
係
が
困
難
な
時
も
二
階
先
生
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
、旅
行
業
界
は
大
型

交
流
に
協
力
し
て
き
た
」と
強
調
、「
観
光
を
通

じ
て
相
互
理
解
を
促
進
し
、地
域
を
豊
か
に
し
て

平
和
を
実
現
し
た
い
」と
語
って
い
ま
す
。ま
た
、

田
川
会
長
は「
昨
年
北
京
で
開
催
さ
れ
た
国
連

世
界
観
光
機
関（
U
N
W
T
O
）に
よ
る
世
界
観

光
会
議
に
参
加
し
た
の
に
続
き
、今
年
秋
に
北
京

で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
U
N
W
T
O
総
会

に
も
出
席
し
た
い
」考
え
を
示
し
、「
日
中
で
リ
ー

ダ
ー
シップ
を
発
揮
し
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
日
中

間
交
流
の
大
切
さ
を
訴
え
て
、日
本
と
中
国
が
記

念
の
年
を
迎
え

る
今
年
と
来
年

の
交
流
を
盛
ん

に
し
よ
う
」と

呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

李
局
長
は

「
3
0
0
0

人
の
交
流
団
に

よ
る
訪
中
が
日
中
両
国
の
新
し
いペ
ー
ジ
を
開
い

た
」と
高
く
評
価
。日
中
両
国
の
関
係
につい
て「一

衣
帯
水
で
2
0
0
0
年
余
り
に
わ
たって
平
和
と

友
好
が
両
国
人
民
の
心
の
主
旋
律
で
あ
る
」な
ど

と
語
っ
た
習
近
平
国
家
主
席
に
よ
る
日
中
友
好

交
流
大
会
で
の
講
演
が「
両
国
の
こ
れ
か
ら
の
道

を
示
し
た
」と
指
摘
、「
記
念
年
の
交
流
を
事
務
レ

ベル
の
協
力
の
も
と
に
進
め
た
い
」と
表
明
し
ま
し

た
。ま
た
、李
局
長
は「
二
階
先
生
の
努
力
で
民
間

交
流
が
促
進
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す

る
」と
語
る一方
、「
大
阪
万
博
の
当
選
を
支
持
し

た
い
」と
も
述
べて
い
ま
す
。

李金早局長（中央右）と懇談する二階俊博幹事長（中央左）、田川会長など

李旅游局長（右）と握手する田川会長

　

J
A
T
A
は
6
月
2
日
と
3
日
の
両
日
、東

京・丸
の
内
の
K
I
T
T
E
地
下
1
階
に
あ
る
東

京
シ
テ
ィ
ア
イ・パフ
ォ
ー
マン
ス
ゾ
ー
ン
で「〝
魅
せ

る
フ
ラ
ン
ス
〞フェス
タ
〜
映
画
に
学
ぶ
フ
ラ
ン
ス
旅

行
の
楽
し
み
方
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
フェス
タ
は
、2
0
1
5
年
11
月
に
パ
リ
で
発

生
し
た
テ
ロ
事
件
以
降
、日
本
人
旅
行
者
数
の
伸

び
悩
み
傾
向
が
続
い
て
い
る
フ
ラ
ン
スへの
観
光
需

要
の
早
期
回
復
を
目
指
す
と
と
も
に
、こ
の
イ
ベン

ト
を
通
じ
た
旅
行
相
談
や
旅
行
商
品
の
販
売
な

ど
に
よ
る
新
規
顧
客
開
拓
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
「
映
画
に
学
ぶ
フ
ラ
ンス
旅
行
の
楽
し
み
方
ト
ー

ク
ショー
」や「
フ
ラ
ンス
を
舞
台
に
し
た
ス
ク
リ
ー

ン
ミュー
ジッ
ク
ラ
イ
ブ
」「
出
展
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
」「
ワ
イ
ン
販
売
」な
ど
も
実
施
さ
れ
た
同

フェス
タへの
来
場
者
は
、2
日
間
で
8
6
0
0
人

を
数
え
ま
し
た
。

　
ト
ー
ク
ショー
で
は
、多
く
の
フ
ラ
ン
ス
を
舞
台
に

し
た
映
画
作
品
の
中
に
詰
め
込
ま
れ
た
食
や
ア
ー

ト
、観
光
名
所
な
ど
に
つ
い
て
、映
画
研
究
家
や

ファッションス
タ
イ
リ
ス
ト
、キュレ
ー
タ
ー
な
ど
フ
ラ

ン
ス
と
映
画
が
大
好
き
な
専
門
家
ら
が
、フ
ラ
ン
ス

旅
行
の一味
違った
楽
し
み
方
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、〝
シ
ネ
マ・フ
ラ
ン
セ 

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
〞で

は
、2
0
1
5
年
に
ユニ
バ
ー
サ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

か
ら
デ
ビュー
し
、同
年
の
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
ル
新
人

賞
を
受
賞
し
た
ボ
ー
カ
リ
ス
ト〝
Y
U
R
I
E
〞

が
登
場
。若
手
ナ
ンバ
ー
ワ
ン
と
言
わ
れ
る
ジ
ャ
ズ

ボ
ー
カ
ル
で
、フ
ラ
ンス
を
舞
台
に
し
た
ス
ク
リ
ー
ン

ミュー
ジック
を
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

　
旅
行
会
社
や
ツ
ア
ー
オ
ペレ
ー
タ
ー
、航
空
会
社

な
ど
11
団
体
が
12
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た「
旅
行
ツ

ア
ー
相
談
、販
売
＆
観
光
案
内
」で
は
、夏
休
み
の

フ
ラ
ン
ス
旅
行
を

は
じ
め
と
す
る
ツ

ア
ー
の
相
談・提

案・商
品
販
売
や

観
光
案
内
を
実

施
。現
地
の
最
新

情
報
な
ど
も
提

供
し
て
い
ま
す
。

ジャズボーカリストによるライブパフォーマンス
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　JATAと株式会社ジャタは4月8日、3月に破産申請し
た「てるみくらぶ」に入社予定だった内定取消者を対
象とした就職面接会を実施しました。
　この就職面接会は、トラベル懇話会など業界関係
者の協力により実現したもので、男子12人・女子23人
の合計35人が出席、JATA会員会社は40社が参加。
5月10日現在の入社人数は29人（男子10人・女子19
人）、採用会社数は14社、1グループとなりました。株式
会社ジャタの遠藤洋二代表取締役は、「約8割の入社
が決まり、安堵している」と話しています。
　採用会社名と入社人数は、次の通り（順不同）。
プロコ・エアサービス＝男子2人／阪神トラベル・イン
ターナショナル＝男子1人・女子1人／日本システム開
発＝男子1人／JTBグループ＝男子1人・女子2人／プ
ラスワン教育＝男子1人／国際サービス・エージェン
シー＝男子1人・女子1人／シイ．エイ．エヌ．＝男子1人
／パーパスジャパン＝女子2人／イオンコンパス＝女子
1人／名鉄観光サービス＝男子1人・女子2人／阪急
交通社＝女子1人／日本旅行オーエムシートラベル＝
女子4人／東武トップツアーズ＝男子1人・女子3人／
エヌオーイー＝女子1人／ワールド航空サービス＝女子
1人

14社、1グループに29人の入社が決定
てるみくらぶ内定者対象就職面接会で

四
国
で「
日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
」開
催

今
年
で
10
回
目
、相
互
交
流
拡
大
策
を
採
択

郡
山
市
で
第
５
回
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会

７
自
治
体
と
51
事
業
者
の
58
人
が
参
加

　

J
A
T
A
と
日
本
観
光
振
興
協
会
、台
湾
観

光
協
会
は
5
月
31
日
か
ら
6
月
4
日
ま
で
の
5

日
間
に
わ
た
り
、香
川
県
と
愛
媛
県
で「
第
10
回

日
台
観
光
サ
ミ
ッ
ト
in
四
国
2
0
1
7
」を
開

催
し
ま
し
た
。同
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、日
本
側
か
ら

1
8
6
人
、台
湾
側
か
ら
90
人
、合
計
2
7
6
人

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
1
日
に
高
松
市
の「
か
が
わ
国
際
会
議
場
」

で
開
か
れ
た「
日
台
観
光
サ
ミッ
ト
2
0
1
7
」で

は
、⑴
鉄
道
や
温
泉
な
ど
に
関
す
る
企
業
や
地
方

都
市
間
の
相
互
交
流
促
進
、⑵
双
方
向
で
の
ク
ル
ー

ズ
旅
行
の
促
進
、⑶
食
の
魅
力
の
発
信
、⑷
日
台
双

方
で
予
定
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベン
ト
な
ど
を

通
じ
た
若
年
層
を
は
じ
め
と
す
る
双
方
向
交
流
の

促
進
、⑸
双
方
向
交
流
7
0
0
万
人
の
実
現
、な

ど
を
軸
と
す
る
議
長
総
括
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
日
に
西
条
市
総
合
文
化
会
館
で
開
か

れ
た「
日
台
鉄
道
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
は
、東
武

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
の
坂
巻
伸
昭
代
表
取
締
役
社
長

が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カッション「
さ
ら
な
る
鉄
道
観
光

交
流
の
拡
大
に
向
け
て
」に
登
壇
し
て
い
ま
す
。

　
日
台
観
光
サ
ミッ
ト
は
、2
0
0
8
年
に
第
1

回
会
議
を
台
北
市
で
開
催
。日
本
と
台
湾
で
交

互
に
毎
年
開
か
れ
、今
年
で
10
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。次
回
は
、2
0
1
8
年
に
台
中
市
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

J
A
T
A
は
6
月
1
日
、国
土
交
通
省
東
北

運
輸
局
、日
本
政
府
観
光
局
、東
北
観
光
推
進
機

構
、福
島
県
、宮
城
県
の
協
力
に
よ
り
、福
島
県
郡

山
市
で
第
5
回
J
A
T
A
イ
ンバ
ウ
ン
ド
商
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
1
年
間
に
お
け
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
も
2
4
0
0
万
人
を
超
え
る
な
ど
、引
き
続

き
順
調
に
増
加
し
て
い
る
イ
ンバ
ウ
ン
ド
への
取
り

組
み
は
、「
地
方
創
生
」に
も
資
す
る
地
域
活
性

化
の
新
た
な
道
筋
と
し
て
大
き
な
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、そ
の一方
で
、大
都
市
圏
への
需
要
が

集
中
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、宿
泊
施
設
や
貸
切

バス
の
不
足
な
ど
供
給
面
で
の
課
題
も
浮
き
彫
り

に
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、J
A
T
A
訪
日

旅
行
推
進
委
員
会
は
イ
ンバ
ウ
ン
ド
需
要
の
地
域

への
分
散
促
進
を
図
る
た
め
の
活
動
を
展
開
し
て

お
り
、J
A
T
A
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
も
今
回

で
5
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
談
会
に
は
、福
島
県
と
宮
城
県
か
ら
7
つ
の

自
治
体
と
51
の
観
光
事
業
者
の
関
係
者
な
ど
58

人
が
参
加
し
、J
A
T
A
会
員
旅
行
会
社
12
社

の
39
人
と
活
発
な
意
見
交
換
を
行って
い
ま
す
。

　
商
談
会
の
第
1
部
で
は
、長
野
県
観
光
部
の
恵

崎
良
太
郎・国
際
観
光
推
進
特
別
顧
問
が「
長
野

県
訪
日
教
育
旅
行
の
取
り
組
み
」を
テ
ーマ
に
、訪

日
教
育
旅
行
の
意
義
や
受
入
状
況
な
ど
に
つい
て

講
演
。第
2
部
で
は
、福
島
県
と
宮
城
県
の
担
当

者
が
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
誘
致
す
る
施
策
な

ど
を
発
表
し
、旅
行
会
社
と
の
質
疑
応
答
を
通

じ
需
要
分
散
に
向
け
て
意
見
を
交
し
ま
し
た
。

第
3
部
で
は
、ホ
テ
ル
や
旅
館
、観
光
施
設
な
ど
の

事
業
者
と
旅
行
会
社
に
よ
る
個
別
商
談
会
も
実

施
さ
れ
、旅
行
商
品
化
を
図
る
た
め
の
実
務
的
な

情
報
交
換
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
談
会
に
参
加
し
た
自
治
体
や
観
光
事
業
者

か
ら
は「
各
地
の
取
り
組
み
や
素
材
開
発
な
ど
を

知
る
こ
と
が
で
き
、今
後
の
活
動
への
参
考
に
なっ

た
」と
いった
声
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、J
A
T
A

会
員
旅
行
会
社
か
ら
も「
各
県
に
お
け
る
イ
ンバ

ウ
ン
ド
への
広
域
で
の
取
り
組
み
状
況
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」「
新
た
な
旅
行
素
材
の
情
報
を
収

集
で
き
た
」な
ど
の
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
J
A
T
A
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
会
は
、

今
年
12
月
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

旅行商品化へ実務的な情報交換が行われた個別商談会



本部支部活動報告

J
A
T
A
＆
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
合
同
会
議
が

6
月
5
日
、米
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン
D・C・コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、日
本
側
か
ら
は
田

端
浩
国
土
交
通
審
議
官
、田
中
由
紀
観
光
庁
国

際
観
光
課
長
、田
川
博
己
会
長
と
志
村
格
理
事

長
を
は
じ
め
J
A
T
A
関
係
者
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）松
山
良

一理
事
長
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。ま
た
、米
国

側
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
の
ク
リ
ス・ト
ン
プ
ソ
ン

C
E
O
を
代
表
に
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、2
0
1
6
年
に
開
催
さ
れ
た
合

同
会
議
後
の
J
A
T
A
＆
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
の

活
動
状
況
が
話
し
合
わ
れ
た
ほ
か
、日
米
間
の

観
光
交
流
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

米
国
を
訪
れ
る
日
本
人
旅
行
者
数
は
今
年
に

入
っ
て
か
ら
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、

米
国
に
と
って
は
日
本
が
引
き
続
き
ト
ッ
プ
5
に

入
る
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の一つ
と
な
っ
て
お
り
、

会
議
で
は
、双
方
の
関
係
を
総
合
的
に
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、J
A
T
A
は
日
本
人
海
外
旅
行
者
数

を
2
0
0
0
万
人
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
お
り
、J
A
T
A
と
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
に
よ
る

協
業
の
推
進
を
通
じ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
活
動
を

展
開
し
、日
本
か
ら
の
訪
米
旅
行
者
を
増
加
さ

せ
る
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
って
い
く
こ

と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、会
議
で
は
、①
旅
行
会
社
の
企

画
力
向
上
に
向
け
て
、ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
と

J
A
T
A
に
よ
る
共
同
研
修
旅
行
や
テ
ー
マ
別

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、そ
の
他
の
各
種
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
継
続
的
な
実
施
、②
新
規
旅
行
商
品
の

開
発
に
向
け
た
米
国
の
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
発
掘

と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
共
同
展
開
、③
日
本
側
の

旅
行
会
社
に
よ
る
既
存
流
通
を
ベ
ー
ス
と
し
た

各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
活
動
の
検
討
、な
ど
を
行
っ

て
い
く
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

田
川
会
長
ら〝
I
P
W
2
0
1
7
〞に
参
加

J
A
T
A
関
係
者
ら
は
、6
月
4
日
か
ら

7
日
ま
で
ワ
シ
ン
ト
ン
D・C・で
開
催
さ
れ
た〝

I
P
W 

2
0
1
7
〞に
参
加
し
、主
要
観
光
局

へ
の
表
敬
や〝
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
〞

への
出
展
促
進
活
動
な
ど
行
い
ま
し
た
。

J
A
T
A
東
北
支
部
、香
港
で
誘
致
活
動

交
流
拡
大
に
向
け
航
空
会
社
な
ど
訪
問

J
A
T
A
東
北
支
部
は
5
月
24
日
か
ら
27

日
ま
で
の
4
日
間
に
わ
た
り
、香
港
で
双
方
向

交
流
拡
大
に
向
け
た
旅
行
者
誘
致
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

同
支
部
の
森
吉
弘
支
部
長
や
仙
台
国
際
空

港
の
岩
井
卓
也
代
表
取
締
役
社
長
、東
北
観
光

推
進
機
構
の
紺
野
純一専
務
理
事
推
進
本
部
長

ら
8
人
の
参
加
者
は
、東
日
本
大
震
災
の
風
評

払
拭
や
東
北
への
国
際
航
空
路
線
の
誘
致
を
目

指
し
て
香
港
の
観
光
関
係
機
関
や
航
空
会
社

を
訪
問
す
る
と
と
も
に
、日
本
人
海
外
旅
行
者

数
の
拡
大
に
向
け
て
同
支
部
が
実
施
す
る「
仙

台
空
港
国
際
線
利
用
促
進
キ
ャ
ンペ
ー
ン
」を
関

係
者
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

〈
北
海
道
支
部
〉

6
月
20
日　

海
外
旅
行
地
域
セ
ミ
ナ
ー（
北
見

地
区
）。

6
月
21
日　

海
外
旅
行
地
域
セ
ミ
ナ
ー（
旭
川

地
区
）。

6
月
24
日　

環
境
保
全
活
動（
外
来
植
物
駆

除・ウ
ト
ナ
イ
湖
）。

7
月
5
日　

教
育
旅
行
委
員
会
。

〈
東
北
支
部
〉

6
月
7
日　

第
2
回
幹
事
会
。

〈
関
東
支
部
〉

6
月
8
日　

第
2
回
海
外
旅
行
委
員
会「
中

央
ア
ジ
ア・ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
勉
強
会
」。

6
月
14
日　

第
1
回
L
A
D
Y 

J
A
T
A
委

員
会
。

6
月
16
日　

第
2
回
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
委
員
会
。

6
月
20
日　

第
2
回
国
内
旅
行
委
員
会
。

6
月
23
日　

第
2
回
幹
事
会
。

〈
中
部
支
部
〉

6
月
15
日　

支
部
幹
事
会
。

〈
関
西
支
部
〉

6
月
3
日
〜
4
日　

第
6
回
熊
野
古
道「
道

普
請
」。

6
月
8
日　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド・ツ
ー
リ
ズ
ム
委
員
会
。

6
月
20
日　

消
費
者
相
談
委
員
会
。

〈
中
四
国
支
部
〉

6
月
2
日　

平
成
29
年
度
第
1
回
幹
事
会

（
伊
予
西
条
）・日
台
鉄
道
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
。

6
月
6
日　
広
島
空
港
C
I
Q
研
修（
広
島
）。

6
月
19
日　

平
成
29
年
度
第
1
回
総
務
委
員
会
。

6
月
23
日　
「
え
ひ
め
旅
フェス
タ
！
2
0
1
7
」

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
商
談
会・意
見
交
換
会
。

6
月
24
日
〜
25
日　
「
え
ひ
め
旅
フ
ェ
ス
タ
！

2
0
1
7
」。

〈
九
州
支
部
〉

6
月
3
日　

寺
子
屋
J
A
T
A（
1
）。

6
月
10
日　

寺
子
屋
J
A
T
A（
2
）。

6
月
13
日　

第
1
回
幹
事
会・福
岡
。

6
月
21
日　

総
務
委
員
会
。

6
月
26
日　

海
外
旅
行
委
員
会
。

6
月
29
日　

消
費
者
相
談
委
員
会
。

6
月
29
日　

北
九
州
空
港
利
活
用
促
進
協
議

会
総
会（
北
九
州
市
）。

7
月
5
日　

国
内
旅
行
委
員
会
。

7
月
6
日　

実
務
委
員
会
。

〈
沖
縄
支
部
〉

6
月
21
日　

支
部
幹
事
会
。

J
A
T
A
＆
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
合
同
会
議
開
催

訪
米
旅
行
者
拡
大
へ
取
り
組
み
を
強
化

東
北
支
部

九
州
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部

関
東
支
部

中
部
支
部

中
四
国
支
部

関
西
支
部

JATA＆ブランドUSA合同会議の出席者ら。前列右から3人目が田川会長


